れば 半年 もの 時間が かかった。 そうした 余裕が この 場 

合に ある わけはな か つ た。 

彼 は 丸 善 を 出てから、 また 新しい 希望 を 見出した。 

「ああ もしかしたら、 古本屋に あるか も 知れない」 

彼 は、 すぐ 神 田へ 行った。 そして、 多くの 古本屋 を 
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ほとんど 軒並に 探して みた。 が、 あの 金色の 唐草模様 

は どこに も 見出されなかった。 本郷も 同じ ことだった _ 

彼 は、 足と 目と を さんざんに 疲らせて、 その 日の 捜索 

を あきらめて、 三 田 行の 電車に 乗った。 また 彼の 頭に 

は 新しい 希望が 湧いた。 

「ああ 図書館に あるか も 知れない」 



こんなに 考えつき やすい こと を、 今まで 考えつかな 

かった 自分の 迂遠 さが、 少しば からしく なった。 彼 は 

電車が 内 幸 町へ 来る と、 急いで 飛び降りて、 日 比 谷の 

図書館へ 行って みた。 が、 そこの カタログに は、 幾度 

繰り 直しても、 見出されなかった。 

「ああ 上野、 あそこが 唯一 のし かも 最後の 希望 だ」 彼 

はもう 曰が 暮れ かかって いた にもかかわらず、 後へ 

引つ 返した。 あの 鉄の 三 層の 階段 を、 どんなに 急いで 

駆け上つ たか、 そして、 どんなに ときめく 心と 険しい 

目 付と を もって Fine Arts Sculpture の 項 を、 

探った ことだろう。 そこで、 運よく 本当に 運よく 
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という 字 を 見出した 時に、 譲 吉の心 は どんなに 嬉し 

かった だろう。 

「ああ、 やっと 救われた な」 と、 思った。 

彼 は、 その 翌日から 毎日の ように、 上野の 図書館へ 

通った。 が、 その 仕事が どんなに 退屈で 不便であった 

だろう。 自分が 本 を 持って いた 時には、 朝起きた 時の 

しばらく とか、 床に 就く 前の 二、 三時 間な どに 執る 筆 

が、 どんなに 仕事 を進涉 せしめた ことだろう。 が、 仕 

事の 場所が 制限され、 従って 時間が 制限され る ことに 

よって 仕事 は 少しも はかどらなかった。 と、 同時に 仕 
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